
　４月２２日（水）に技能文化
会館にて、平成２７年度定期総
会が行われました。 
　研究会長挨拶では、昨年度に
公開された横浜市第二期教育振
興計画に触れ、本市ではタブレッ
ト端末などのICT機器の整備や
情報教育に力をいれて取り組ん
でいくことから、本研究会でも、
横浜市の教育研究会の一つとし
て、全市の学校現場に先駆けて
機器の活用や授業づくりについ
て先進的に研究を進めていくこ
と、現場の教職員のニーズに合
わせて誰もが情報機器の活用が
できるようになるように、ICT
教育の裾野を広げていく活動に
ついて取り組んできていること
を話されました。 
　市教育委員会挨拶でも、横浜
市第二期教育振興計画について
述べられ、ICT機器の整備によっ
て、現場の教職員が子供達の育
成、魅力ある授業、学力の向上
などに力を発揮していけること
に願いを込めて語られました。
--------------------------- 
　講演会では、冒頭、学習者用
デジタル教科書・教材について
の最新情報に触れ、タブレット
端末を用いたこれからの学習ス
タイルについて話されました。 

　「タブレット端末が学校に教
室に入ったときに、我々教員が
どのような授業をデザインする
かをしっかりと見極める必要が
ある。『２１世紀型スキル』『協
働学習』『アクティブ・ラーニ
ング』など様々な動きがあるが、
結局のところ、教師が授業をど
うデザインするかが大切。学習
の中で、子どもたちの話が互い
に『からみ』合い、その中で思
考が『ゆらぐ』ことで思考力を
育む授業をデザインし、子ども
の学び（思考）の『確認・整理』
を的確に行う教師の出が大切で
ある。」と話されました。タブ
レット端末がそれをしてくれる
わけではなく、教師がどう使う
かを見極めていく必要があるこ
とを強調されていました。 
---------------------------- 

　各部オリエンテーションでは、
昨年度の成果と課題から導いた、
今年度の研究テーマについて説
明がありました。 
　<授業デザイン部会> 
　部会研究主題「ICTを活用し
て、子どもたちの思考力アップ」
を掲げ、昨年度に引き続き、今
年度もタブレット端末を使って
継続的な研究に取り組むことを
説明しました。タブレット端末
を含むICT機器を使って、「視
覚化による「思考力」の育成と
思考の可視化」と「協働学習の
さらなる追究」の二つを柱にし
て研究を推し進めていくことを
話しました。 
　<スキルアップ部会> 
　部会研究主題「ICTを活用し
て、基礎力アップ」を掲げ、思
考力の土台となる基礎力の育成
にICT機器がどう寄与できるか、
そしてそのためには教員の基礎
力のスキルアップ必要であるこ
とから、「タブレット端末の環
境整備や実践を通した基礎力の
育成」「校内のICT機器の管理
と運用方法」「情報モラル教育」
を研究の柱にすることを話しま
した。 
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各部会による会員研究が行われます。今
回は研究の方向性の確認と実践提案など
が行われます。多数の参加お待ちしてい
ます。
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